
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1２月の安全ニュース 交通事故に気を付けよう！ 

毎年、１２月は交通事故が多発します。 

センターでの車両関係（交通事故等）の事故件数 ※R7 度は 11 月末時点 

 R5 年度 R6 年度 R7 年度   R5 年度 R6 年度 R7 年度 

傷害事故 22 件 30 件 27 件  賠償事故 31 件 25 件 29 件 

 車両事故 2 件 6 件 5 件   車両事故 7 件 8 件 7 件 

１２月に事故が起きやすい要因と対策 

①日照時間が短い（事故が多い時間帯は 17 時台～19 時） 

・ヘッドライトを早めに点灯し、ハイビームを活用すること 

・歩行者・自転車の方は、明るい服装や反射材を着用すること 

・就業の終了時間がなるべく遅くならないように、日数や人数を増やし時間を調整すること 

②年末による慌ただしさ・焦り（帰省・繁忙期シーズン） 

・余裕を持ったスケジュールで運転すること 

・旅行や帰省などでの運転は、適度に休憩を取り、無理な長時間の運転は避けること 

③悪天候（雨・雪・霜） 

・路面凍結に注意し、減速運転と十分な車間距離をとること 

・スタッドレスタイヤの活用など、普段からの装備確認、メンテナンスを怠らないこと 

★その他の運転時の注意点！ 

・携帯、スマホを使用しながらの運転は絶対にやめること 

・飲酒運転は絶対にしないこと ※運転の前日の過度の飲酒も厳禁！ 

自分自身でできる安全対策を行い、交通事故に遭わないよう心掛けましょう！ 

 

事 故 多 発 中 ！ 注 意 ！ 
センターでの事故状況 ※11月末時点                 （件） 

 令和 5 年度 令和６年度 令和７年度 前年度比較 

 受託 派遣 計 受託 派遣 計 受託 派遣 計 受託 派遣 計 

傷害 14 11 25 16 10 26 13 14 27 -3 +4 +1 

賠償 12 8 20 15 5 20 25 4 29 +10 -1 +9 

計 26 19 45 31 15 46 38 18 56 +7 +3 +10 

表が示すとおり、１１月末時点での事故件数は過去 2 年間より増加しております。これ以上の

事故を防ぐため、今一度、安全対策の徹底をお願いします。 

※裏面をご覧ください 



11 月の事故事例 ・受託 3 件(傷害 1 件 賠償 2 件)・派遣 1 件（傷害 1 件） 
6 日 トラックへの積み込み作業後、大量に発汗し、ふらつき、吐気をもよおし、その後救

急搬送され、熱中症と診断された。 

７日 剪定作業の昼休憩中、休憩場所として近隣の公園へ向かう途中、交差点を右折しよう

とした際、左方向から直進してきた車両と左側面が接触し、相手車両を損傷させた。 

10日 庭で剪定作業中、高さ 6ｍ程の電柱に巻き付いたカズラ等を切っていた際に、電話の

引き込み線を誤って切断した。 

11日 法面の草刈作業中、足を滑らせて擁壁（高さ約 1ｍ）を含む約 2ｍの高さから転落し、

頭部裂傷と左肩甲骨を骨折した。 

 

令和７年度安全スローガン  気を付けろ 油断の先に 危険あり 
各班長様は各班員様への周知方よろしくお願いします。 (公社)鹿児島市シルバー人材センター事務局 

12 月は“事故ゼロ”を目指して、気持ちよく新年を迎えましょう。 
 

安全は自分たちでつくれるものです。ヘルメットの着用など、基本動作の徹底を習慣
づけること。当たり前の安全対策を確実に行うことが、事故ゼロへの第一歩です。 

現在起きている事故の特徴と対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇転倒事故（13 件発生、全体の傷害事故の 48％） 

主な事例 

・就業場所に向かう途中、駅構内で滑って転倒、地面で頭を打ち救急搬送された。 

・厨房で清掃中、床に敷いてあったマットが折りたたんであり、その上を渡ろうと

した際に滑って転倒、左腕を骨折した。 

特徴と対策 

・段差、傾斜、不整地の確認不足  

 ↪現場に入る前に足元の段差や傾斜、ぬかるみなどを事前に確認すること 

・重たい荷物を持つ際のバランス崩れ 

 ↪重たいものは台車を活用するなど、無理な行動はしないこと 

・疲労・体調不良の見落とし 

 ↪体調が悪い時は就業を控えること、作業中もこまめに休憩をとること 

※体力や視界等、身体機能の低下を認識することが大事です。 

 
〇草刈り機使用による事故（11件発生（内９件が飛石）、受託の賠償事故の 44％） 

主な事例 

・小石が飛散し、隣接している駐車場に停めてあった軽自動車のリアガラスを破損

させた。 

・生い茂った草木の中にある水道管に気付かず、草刈機の刃が接触し破損させた。 

特徴と対策 

・安全対策の不履行（11件中、９件が安全対策不履行） 

 ↪防護ネットやカルマー機を使用する等、必ず安全対策を行うこと 

・現場の確認不足 

 ↪石、埋設物（水道管等）などの障害物がないか事前に現場を確認すること 

安全対策が確保できない現場では、発注者に丁寧に説明し断ること 


